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ノード一覧

NN構成画面

ナビゲータ NN検証画面



NN構成画面の操作方法

画面上部にあるノード一覧からドラッグ
アンドドロップしてノードを配置
ノードをクリックしてからデリートキー
を押すと削除できる
ノードの横にある緑の丸同士をドラッグ
して繋ぐことで、ノードを結合

結合を切りたいときは、繋がっている矢印を
クリックで選択して、デリートボタンを押す

Drag

Drop



ノードの種類

DENSE

全結合層

MERGE

多数の出力を

一出力に結合

する層

QUANTUM

量子層

CONV2D

畳み込み層

POOLING

プーリング層

BATCHNORM1D

バッチ正規化層

DROPOUT

ドロップアウト層

SPLIT

データを分割

する層



ansatz preset
学習を行う回路の構造

QUANTUMノードの詳細

embedding preset
どのように情報を量子
状態に埋め込むか

embedding rotation
回転角を何のゲートで
実装するか

n_qubits: qubit数 

embedding repeats
埋め込みの層を何層に
するか

ansatz rotation
学習回路に用いる回転
角

ansatz repeats
学習回路の層を何層に
するか

result mode
結果が確率分布か期待値か

量子回路の詳細設計



回路設計画面

ドラッグアンド

ドロップで

ゲートを配置

二量子ビットゲートは

ドラッグで

コントロール・

ターゲットビットを移動

ゲートを右クリックする

ことで削除可能



NN検証画面

モデルグラフから層ごとの学習パラメータ数を

算出し、合計と内訳を表示

0はパラメータを持たない処理ノード

（入力・結合など）

層の追加ミス・次元の取り違えといった誤り

を早期に発見可能



Board Feature Map

各チャンネルの情報が盤面のどこと対応しているかを図示


